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NHKラジオ「上方演芸会」公開録音　観覧者募集！ 
　福崎町とＮＨＫ神戸放送局では、町制５５周年
を記念して、ラジオ番組「上方演芸会」の公開録
音を行います。観覧ご希望の方は、次の要領でご
応募ください。 
 
■日時　７月１５日（金）　 
　　　　開場／１８：００　　開演／１８：３０ 
　　　　終演予定／２０：００ 
■会場　文化センター　大ホール 
■出演　（１本目）今いくよ・くるよ 
　　　　　　　　　いまぶーむ 
　　　　 （２本目）横山ホットブラザーズ 
　　　　　　　　　おかけんた・ゆうた 
■司会　小西政親（NHK神戸放送局アナウンサー） 
■申込締切 
　６月２８日（火）【必着】 
■問い合わせ先 
　総務課（内線２２１） 

■応募方法　入場は無料ですが、入場整理券が必
　　　　　　要です。全席自由。 
　　　　　　往復はがきに必要事項を記入して、
　　　　　　下記のあて先へご応募ください。 

 
往信面《おもて側》 
　　　　〒６７９－２２８０　福崎町南田原３１１６番地の１ 
　　　　　　　　　　福崎町役場　総務課 
　　　《うら側》参加したい方の①郵便番号・
　　　　　　　　住所　②名前　③電話番号 
返信面《おもて側》返信先の郵便番号・住所・
　　　　　　　　　名前 
　　　《うら側》記入しないでください。 
　　（入場整理券として印刷してお返しします。） 
※入場整理券１枚につき、お二人様の入場が可能です。 
※応募者多数の場合は、抽選となります。 
※番組収録の都合上、未就学児の入場はご遠慮ください。 

みんなでつくろう！ 
「サルビア田園アート」 
参加者募集！ 
　福崎町の花サルビアを植えて「町章」と
「５５」の文字を形どる「サルビア田園アート」
を実施します。お子さんもごいっしょに、
ぜひご参加ください。 
 
■サルビア植え　参加者募集 
 ①６月２５日（土）９：００～１２：００　※予備日２６日（日） 
　「町章」と「５５」の文字をブルーサル
ビアなどで形どって植えていきます。 
　募集締切　６月１５日（水） 
 ②７月２日（土）９：００～１２：００　※予備日３日（日） 
　文字の周り一面に赤いサルビアを植え
ていきます。 
　募集締切　６月２２日（水） 
 
※①②とも、もちむぎのやかた北側農地に
　８：５０にご集合ください。 
※農作業ができる服装でお越しください。
　（移植ゴテ、長靴などは各自持参） 
※参加は無料です。 

■「サルビア田園アート」の管理に協力いただ
けるボランティア募集中 

　活動予定期間　６月１８日～９月３０日 
　場　所　もちむぎのやかた北側農地 
　内　容　サルビアの育成管理（水やりなど） 
　募集締切　６月１５日（水） 
　　　　　参加申込は産業課（内線３９３）へ 

往復はがきにご記入いただく事項 

　今年の民俗辻広場まつりは、８月６日、７日の「柳田
國男５０年祭」にあわせて開催します。第１グランドの駐
車場にテントを設置し、出店者を次のとおり募集します。 
日　時　８月６日（土）　１５：００～２１：００ 
　　　　　　７日（日）　９：００～１３：００ 
場　所　第１グランド駐車場 
１区画　間口３．６ｍ×奥行３．６ｍ 
区画数　約２０区画 
出店費　無料（ただし１出店１区画） 
締切日　６月１７日（金） 選考あり 
申込方法　教育委員会窓口に備え付けの申込用紙に必

要事項を記入のうえ、提出してください。 
　　　　　（ＦＡＸ・郵送も可） 
問い合わせ先　社会教育課（内線２５６） 

第5回民俗　広場まつり 
 出店者募集！! 

辻 ○ 
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ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書10冊　　児童書2冊 
「さくらの丘で」　　　　小路　幸也 
「花の鎖」　　　　　　　湊　かなえ 

行事予定（６月１８日～７月７日） 

子ども映画会 
6月25日（土） 
14：00～ 

「いなかのねずみと 
町のねずみ」 

おはなし会 

6月18日（土） 
11：00～ 

えほんのじかん 
7月6日（水） 
11：00～ 

資料整理日７月７日（木）休館 

“広げようボランティアの輪” “広げようボランティアの輪” 
　今月のボランティア活
動予定（６／２０～７／１９）
をお知らせします。ぜひ
ご参加ください。 
ココロンクラブ 
　７月１６日（土）９：００～ 
　役場周辺街路樹下手入れ 
みどりのグループ 
　７月６日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 
問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 
　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 

　
庄
分
団 

▲  

　
新
町
分
団 
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福崎町消防団 
消防操法大会開催 

　５月１５日（日）、福崎東中学校で、第４１回福崎町消

防団消防操法大会を開催しました。 

　団長以下５１５人の消防団員が、多数の来賓の見守る

なか、消防操法競技を展開しました。 

　４月はじめから夜間訓練を重ねてきた自動車ポンプ

の部２分団、小型動力ポンプの部３０分団が、八反田

分団指揮者・大塚陽介選手の力強い選手宣誓の後、消

防操法を行い、日頃の練習の成果を十分に発揮しまし

た。成績は次のとおりです。 

【自動車ポンプの部】 

　優　勝　新町分団 

【小型動力ポンプの部】 

　優　勝　庄分団　　　　準優勝　福田分団 

　第３位　大門分団　　　第４位　西大貫分団 

　第５位　余田分団　　　特別賞　桜分団 

　なお、自動車ポ

ンプの部優勝・新

町分団、小型動力

ポンプの部優勝・

庄分団、準優勝・

福田分団は、６月

２６日に田原小学校

で開催される第３

回神崎郡消防操法

大会に出場します。

ご声援をよろしく

お願いします。 

（住民生活課） 

第６１回「社会を明るくする運動」 
神崎郡住民大会　開催 

日　時　７月７日（木）　１３：３０～ 

場　所　神河町中央公民館　グリンデルホール 

内　容　講演会・啓発映画上映 
 

★社会を明るくする運動とは、すべての国民が犯

罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更生につ

いて理解を深め、それぞれの立場において、力を

合わせ犯罪や非行のない明るい社会を築こうとす

る全国的な運動です。７月が強化月間です。 

問い合わせ先　健康福祉課　高年福祉係（内線３５２） 
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町長賞 福崎町美術展 

　第２９回福崎町美術展がエルデホールで
開催されました。５部門１９４点の応募が
あり、審査の結果、次の方々が受賞され
ました。おめでとうございます。 

（文化センター） 

賞 

町 議 会 議 長 賞  

教 育 委 員 会 賞  

文 化 協 会 長 賞  

神 崎 郡美術協会長賞  

商 工 会 長 賞  

兵庫西農業協同組合長賞 

奨 励 賞  

日本画 

吉岡　夏子（姫路市） 

藤原　信子（姫路市） 

水谷久美子（姫路市） 

松岡弥寿子（姫路市） 

森元美根子（姫路市） 

小林　久美（姫路市） 

2名 

正城　信義（神河町） 

見方　　猛（姫路市） 

洋画 

渡邉満子（姫路市） 

名倉康生（姫路市） 

正部心也（福崎町） 

綾部健治（姫路市） 

前川昌弘（姫路市） 

山本泰毅（市川町） 

5名 

栗岡　崇之（姫路市） 

田端　昌子（加古川市） 

南　　妙子（姫路市） 

岩井　博美（姫路市） 

長谷川　翠（加東市） 

書 

白井　範子（福崎町） 

屋　　清美（福崎町） 

山中真由美（姫路市） 

小野　　晃（姫路市） 

北地　禮子（神戸市） 

笹野　恵子（朝来市） 

3名 

藤岡　照代（福崎町） 

藤本　陽子（福崎町） 

清水　公子（姫路市） 

写真 

寺本　泰子（姫路市） 

藤澤　雅代（市川町） 

井村　勝美（姫路市） 

濱川　由香（姫路市） 

長谷　利宏（姫路市） 

見方　　浩（姫路市） 

5名 

豊国　俊一（福崎町） 

寺井　武壽（姫路市） 

荻野健次郎（京都府） 

清瀬いちろう（姫路市） 

中井　賢一（福崎町） 

彫塑・工芸 

坂元　孝行（姫路市） 

後藤　由季（福崎町） 

後藤　　功（市川町） 

鈴木みゆき（福崎町） 

鈴木　健司（姫路市） 

田中　安彦（姫路市） 

5名 

岡本　忠治（加古川市） 

真田　　晃（福崎町） 

野村　正利（姫路市） 

石原康次郎（丹波市） 

浮津　崇之（姫路市） 

（敬称略） 

日本画「日をあびて」 
 岸田 成美（神河町） 

洋画「２０１１・雪」 
 足立 哲郎（朝来市） 

　地域の教育力が支える体験活動「ト
ライやる・ウィーク」実施期間（６月
６日～６月１０日）が近づいています。 
　地域のみなさん、事業所のみなさん、
お世話になります。 
　地域で育つ子どもたち・地域が育て
る子どもたちを温かく見守ってくださ
いますようお願いします。 

（学校教育課） 

実施期間 

　６月６日 
　～６月１０日 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【６月の休館日】２日・９日・１６日・２３日・３０日　【７月の休館日】７日・１４日・１９日・２１日・２８日 
　E-mail　erude@town.fukusaki.hyogo.jp　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

★エルデホール催物のご案内★ 
7月の催し 

■出演／村治奏一　特別出演：福崎高校ギター・マンドリン部 
■開演／１５：００（開場１４：３０） 
■入場料／大人１,０００円　高校生以下５００円（当日各２００円増）【全席自由】 
☆国内外でさまざまな活動をし、今後の活躍が注目されているギタリ
スト村治奏一さんのコンサート。演奏するのはクラシックギターです。
特有の繊細な音色の変化、味わいの深さをお楽しみください！福崎町
文化功績賞を受賞した地元福崎高校ギター・マンドリン部も特別出演
します。心ふるわす音楽の共演をどうぞお楽しみに♪ 

７月31日（日） 

「村治奏一コンサート」 エルデ 
サマーコンサート 

チケット好評発売中！ 

書「湯顕祖詩」 
越川 敏朗（加東市） 

写真「白美人」 
田中 淳子（加東市） 

彫塑・工芸「サンゴの海」 
 藤原 正之（姫路市） 



高 岡 小 学 校 
〈教育目標〉 

『自ら学び　行動し　心豊かにたくましく生きる 
　高岡っ子の育成』 

〈沿革概要〉 
明治５年　田口・板坂２か村組合で日進小学校を設立 
　　　　　桜・長野・神谷３か村で弘明小学校を設立 
　　１５年　校舎を現在地に移転し七種小学校と改称 
　　　　　【高岡小学校の創立】 
　　２５年　簡易科を廃止し尋常科を設置 
　　　　　高岡尋常小学校と改称 
昭和２２年　新学制により高岡小学校となる 
　　３１年　町村合併により福崎町立高岡小学校と改称 
　　３２年　校舎新築 
　　５７年　創立１００周年記念式典挙行 
平成１５年　七種太鼓１０周年記念発表会開催 
　　２２年　県民交流広場事業（スクールヘルパー・ 
　　　　　コミュニティヘルパー）発足 

〈伝統ある七種太鼓〉 
　高岡七種太鼓は、平成６年に財産区から和太鼓を寄贈してい
ただいたことをきっかけに発足し、今年で１８年目を迎えます。
１年生から練習に取り組み、１年生から６年生まで、各学年の
持ち曲があります。「豊年太鼓」「祭り太鼓」など、昔から伝わる
伝統的な和太鼓の保存・伝承や新しい和太鼓の楽曲を習得し、
地区の文化向上や郷土を愛する子どもの育成を目的としていま
す。また、川上小砥峰太鼓とも１年に１回の交流があります。 
　子どもたちは太鼓が大好きです。「集中・気迫・自信・努
力・調和・伝統・学び」の７つを信条として、福崎太鼓のみな
さんにお世話になり、練習に励んでいます。チームワークを大
切にした練習を通して、集団の一員としての自覚、耐える力を
身につけ、みんなで成し遂げることの喜びを感じつつ、元気で
たくましい心を持った「高岡っ子」に育っています。 

〈めざす学校像〉 
　一人ひとりのよさが輝く生き生きとした学校 
〈めざす子ども像〉 
　た　高め合い支え合う子ども 
　か　考え、進んで学ぶ子ども（かしこさ） 
　お　思いやりのある子ども（やさしさ） 
　か　体も心も元気な子ども（げんき） 

５ 
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確認しましょう！黄色い旗 

　子どもたちの通学路での安全と帰宅後の地域での安全を守
るため、町内約３００か所の住宅及び店舗等に「こどもを守る
１１０番の家」を設置しています。このたび、神崎郡企業防犯
協力会のご協力により、福崎防犯協会が新しく表示旗を作成
し、「１１０番の家」の目印が新しくなりました。 

◆「こどもを守る110番の家」って？ 
　子どもたちが事件、事故など身の危険や不安を感じ
たときの「緊急避難場所」になります。助けを求めて
駆けこんできた子どもの安全が確保できるまで一時保
護し、警察等へ通報体制をとります。 
　地域で黄色い旗が表示してある家・店舗にご協力を
いただいています。 
　子どもたちが活動しやすい季節を迎えました。 
　家庭や学校で「１１０番の家」の位置や不審者への
対応について再度確認しておきましょう。 
 
◆知らない人に声をかけられたり不審な人に後をつけ
　られたり　そんなときは・・・ 

◆「110番の家」のみなさんへ・・・ 
　子どもが助けを求めてきたら！ 
　　落ち着いて「110番」へ通報 
　してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆「110番の家」への登録は随時受付しています 
　昼間在宅していることが多いご家庭（または店舗）
でご協力をいただける方は、各区長さんを通じてお申
し込みください。 

①要件　＝何があったか＝ 
　　　　　（例）不審者、ちかん、事故等 
②場所　＝福崎町○○区××番地、目印になるもの＝ 
③時間　＝今から何分前、何時ごろ＝ 
④その他わかること 
　＝加害者の年齢、性別、人数、特徴、車種、進行方向等＝ 

この表示旗が目印！ 

〈児童数〉 
　男児　４１人 
　女児　３８人 
　　計　７９人 
〈職員数〉 
　　　　１３人 

校訓 自主・勤勉・親和 

＊ 逃げる！ 
＊ 大声で近くの人に助けを求める！ 
＊「110番の家」に駆けこむ！ 



田原小学校５年（当時）　三輪和可奈 

福崎東中学校３年（当時）　大杉史華 
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っ
た
感
じ
の
人
で
し
た
。
そ
の

中
学
生
は
、
背
は
高
く
、
空
の

雲
を
見
て
い
る
よ
う
に
走
っ
て

い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
速
く
走

れ
ば
つ
い
て
く
る
し
、
遅
く
走

る
と
ゆ
っ
く
り
と
つ
い
て
き
ま

し
た
。
結
局
、
私
た
ち
は
、
そ
の

中
学
生
と
ほ
ぼ
同
じ
ペ
ー
ス
で

走
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

　
そ
の
う
ち
私
た
ち
３
人
は
、

笑
い
出
し
ま
し
た
。
は
じ
め
の

方
は
、
少
し
避
け
た
り
、
障
が

い
者
で
は
な
い
か
と
言
い
合
っ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

そ
の
子
の
よ
う
す
を
見
て
い
る

と
、
何
も
不
思
議
な
感
じ
が
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
い
つ
も
や
っ

て
い
る
み
た
い
で
し
た
。
普
段
、

学
校
で
、
特
別
支
援
学
級
の
男

の
子
と
練
習
し
て
い
る
か
ら
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
し
ば
ら
く
し
て
い
る
と
、
笑

い
が
避
け
る
よ
う
な
笑
い
で
は

な
く
て
、
楽
し
い
と
い
う
笑
い

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
は
じ
め
て
会
う
人
と

い
っ
し
ょ
に
い
て
、
こ
ん
な
に

お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
の
は
は

じ
め
て
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
気
が
つ
い
た
ら
、
そ
の
中

学
生
は
前
の
方
に
行
っ
て
い
ま

し
た
。
前
の
集
団
に
、
ま
た
入

っ
て
走
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

集
団
も
３
人
組
で
し
た
。
男
子

中
学
生
が
来
た
と
た
ん
、
そ
の

３
人
組
が
も
の
す
ご
く
避
け
た

り
、
い
や
な
笑
い
を
し
て
い
る

の
が
見
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
見

て
、
私
た
ち
も
あ
ん
な
風
に
や

っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
、

悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま

っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
招
集
が
か

か
り
、
ス
タ
ー
ト
地
点

に
行
き
ま
し
た
、
走
り
終
わ
り
、

テ
ン
ト
に
も
ど
っ
た
後
、
前
の

ス
タ
ン
ド
に
行
き
、
応
援
し
て

い
た
時
で
し
た
。
さ
っ
き
の
中

学
生
が
走
っ
て
い
る
の
が
見
え

た
の
で
す
。
と
て
も
ビ
ッ
ク
リ

し
ま
し
た
。
一
番
最
後
だ
っ
た

け
ど
、
み
ん
な
が
ゴ
ー
ル
し
て

も
最
後
ま
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま

し
た
。 

　
そ
の
中
学
生
は
、
走
り
終
わ

る
と
、
お
母
さ
ん
と
２
人
で
に

こ
に
こ
し
な
が
ら
ど
こ
か
に
行

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
中

学
生
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
て

か
ら
、
私
は
、
自
分
が
普
段
必

死
で
練
習
し
て
参
加
し
て
い
る

大
会
に
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も

出
て
き
て
、
し
か
も
完
走
す
る

な
ん
て
す
ご
い
と
な
と
思
い
ま

し
た
。 

　
わ
た
し
が
そ
れ
か
ら
ず
っ
と

考
え
て
い
る
こ
と
は
、
障
が
い

者
も
同
じ
人
間
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
障
が
い
の
な
い
人
で
も
、

み
な
個
性
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
自
分
も

目
が
見
え
な
く
な
っ
た
り
、
耳

が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
り
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

私
は
障
が
い
者
だ
か
ら
と
い
う

理
由
で
差
別
し
た
く
な
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
何
が
あ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
障
が
い
の
あ
る
人

に
出
会
っ
た
と
き
に
は
、
偏
見

を
持
つ
こ
と
な
く
、
正
面
か
ら

ま
っ
す
ぐ
向
き
合
っ
て
い
き
た

い
で
す
。 

福崎町 

正
面
か
ら
向
き
合
う 

福
崎
西
中
学
校
３
年（
当
時
） 

小
西
希
和 

必
要
な
い
　
そ
ん
な
人
は 

　
誰
も
な
い 

福
崎
東
中
学
校
２
年（
当
時
） 

中
島
依
利
佳 

言
葉
で
も
　
時
に
よ
っ
て
は 

　
こ
わ
い
武
器 

田
原
小
学
校
６
年（
当
時
）　 

牛
尾
美
由
紀 

大
じ
ょ
う
ぶ
　
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ 

　
み
ん
な
が
い
る
よ 

八
千
種
小
学
校
２
年（
当
時
） 

藤
田
り
り
花 

６ 



ゴ
ミ
１
ト
ン
に
　
　
　 

　
　
４
万
４
５
０
０
円 

平成２３年度 
第１回女性委員会 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
勤
務
し
て
い
る
職
場
に
投
資
用

マ
ン
シ
ョ
ン
の
勧
誘
電
話
が
何
度

も
あ
り
、
断
っ
て
も
断
っ
て
も
、

し
つ
こ
く
か
か
っ
て
く
る
。
話
の

途
中
で
電
話
を
切
る
と
「
話
を
聞

か
ず
に
断
る
の
は
失
礼
だ
。
」
と

怒
鳴
ら
れ
怖
く
な
っ
た
。
仕
事
に

も
支
障
が
出
て
く
る
。
「
詳
し
い

話
が
し
た
い
の
で
自
宅
を
訪
問
す

る
。
」
と
言
わ
れ
不
安
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
断
っ
た
ら
よ
い
だ
ろ

う
か
。 

（
４０
歳
代
男
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
非
通
知
で
か
け
て
き
た
り
業
者

名
を
名
乗
ら
な
い
よ
う
で
は
信
用

で
き
ま
せ
ん
。
話
を
聞
く
必
要
も

あ
り
ま
せ
ん
。 

　
「
断
り
ま
す
。
今
後
電
話
を
か

け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
」
と
、
き

っ
ぱ
り
断
り
、
す
ぐ
に
電
話
を
切

り
ま
し
ょ
う
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
相
手
を
困
惑
さ
せ
る
よ
う
な
勧

誘
は
宅
建
業
法
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
あ
ま
り
に
脅
迫
的
な
勧
誘

が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
次
の
よ

う
な
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
中
播
磨
県
民
局
姫
路
土
木
事
務

所
建
設
業
課
（
姫
路
総
合
庁
舎

内
） 

　
　
０
７
９
・
２
８
１
・
３
０
０
１ 

　
（
内
線
３
８
２
） 

 

●
福
崎
警
察
署
生
活
安
全
課 

　
　
２３
・
０
１
１
０ 

 〔
ポ
イ
ン
ト
〕 

　
「
特
定
商
取
引
法
」
と
「
割
賦

販
売
法
」
を
改
正
し
、
平
成
２２
年

１２
月
１
日
に
同
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。 

　
た
と
え
ば
、
消
費
者
の
自
宅
に

電
話
を
し
て
健
康
食
品
な
ど
を
勧

め
た
時
に
、
「
も
う
勧
誘
し
な
い

で
」
と
断
ら
れ
た
場
合
に
は
、
再

度
勧
誘
の
た
め
の
電
話
を
し
て
は

い
け
な
い
の
で
す
。 

　
訪
問
販
売
に
お
い
て
も
、
契
約

を
し
な
い
意
思
を
示
し
た
消
費
者

に
対
し
て
、
同
じ
商
品
の
購
入
を

再
び
勧
誘
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。 

　
消
費
者
に
と
っ
て
身
近
な
法
律

の
規
制
が
強
化
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

　
電
話
勧
誘
す
る
に
あ
た
っ
て
は

事
業
者
の
氏
名
な
ど
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
法
１６

条
） 

　
こ
の
他
に
も
、
勧
誘
者
の
氏
名
、

商
品
（
権
利
や
役
務
）
の
種
類
、

勧
誘
の
た
め
の
電
話
で
あ
る
こ
と

を
ま
ず
告
げ
な
け
れ
ば
、
販
売
や

契
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

　
ま
た
、
販
売
業
者
が
訪
問
販
売

す
る
場
合
、
消
費
者
に
対
し
て
、

事
業
者
名
を
告
げ
、
勧
誘
を
受
け

る
了
承
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
要
す
る
に
、
販
売
目
的
を
隠
し

て
勧
誘
し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
は
、
文
化

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

投
資
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
 

し
つ
こ
い
電
話
勧
誘
 

消
費
生
活
の
相
談
や
問 

い
合
わ
せ
、
苦
情
は
、 

生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

７ 

　
本
年
度
女
性
委
員
会
の
初
会
合

で
は
、
住
民
生
活
課
長
が
問
題
提

起
を
し
ま
し
た
の
で
、
ゴ
ミ
問
題

が
中
心
的
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。 

　
資
料
に
よ
り
ま
す
と
、
昨
年
度

の
福
崎
町
の
ゴ
ミ
総
量
は
約
７
０

０
０
ト
ン
で
、
１
人
１
日
約
１
㎏

を
出
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
処
理
に

か
か
っ
た
費
用
は
約
３
億
２
２
０

０
万
円
で
、
１
ト
ン
あ
た
り
約
４

万
４
５
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
委
員
か
ら
「
も
っ
と
ゴ
ミ
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
町

は
情
報
を
知
ら
せ
、
減
量
の
た
め

の
啓
蒙
、
宣
伝
を
し
て
ほ
し
い
。
」

と
い
う
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ゴ
ミ
の
種
類
で
は
可
燃
ご
み
が

８４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
水
分
の
多

い
野
菜
や
果
物
の
生
ゴ
ミ
が
た
く

さ
ん
出
て
き
ま
す
。
ゴ
ミ
は
か
さ

で
は
な
く
重
さ
で
計
量
さ
れ
ま
す

の
で
、
水
分
の
多
い
ゴ
ミ
は
大
変

で
す
。 

　
水
切
り
を
ち
ょ
っ
と
し
て
く
だ

さ
っ
た
り
、
家
庭
で
生
ゴ
ミ
処
理

を
し
て
い
た
だ
く
と
、
大
き
く
減

量
に
な
り
、
経
費
節
減
と
な
り
ま
す
。 

　
ス
イ
カ
の
皮
や
野
菜
く
ず
な
ど

の
生
ゴ
ミ
は
燃
や
す
の
に
も
大
変

苦
労
し
ま
す
し
、
燃
料
を
た
く
さ

ん
使
い
ま
す
。
そ
の
た
め
処
理
場

の
炉
の
傷
み
も
早
く
な
り
、
修
理

の
お
金
も
か
か
り
ま
す
。 

　
保
育
所
や
子
ど
も
会
が
廃
品
回

収
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
ち
ら

へ
出
し
て
い
た
だ
く
と
、
く
れ
さ

か
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
等
に
持
ち

込
む
量
が
減
っ
て
資
源
活
用
と
な

り
、
子
ど
も
会
の
活
動
資
金
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

　
３
月
１１
日
に
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
ゴ
ミ

の
量
は
大
変
な
も
の
で
す
。
こ
の

ゴ
ミ
を
処
理
す
る
だ
け
で
も
大
変

で
、
こ
ん
な
に
遠
い
処
理
場
に
ま

で
、
い
く
ら
処
理
で
き
る
か
の
問

い
合
わ
せ
が
き
て
い
ま
す
。
町
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て

福
崎
町
の
ゴ
ミ
が
減
れ
ば
、
被
災

地
の
ゴ
ミ
処
理
に
、
よ
り
多
く
協

力
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
町
も
ゴ
ミ
減
量
化
に
努
め
ま
す

の
で
、
ゴ
ミ
の
分
別
・
減
量
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

町
長 

　

嶋
田
正
義 

か
っ
ぷ 

・
・
・
・ 



■
会
長
か
ら
嶋
田
町
長
へ
答
申
■ 

　
５
月
１６
日
、
第
１
４
７
回
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
松
岡
会
長
が
嶋

田
町
長
へ
、
国
民
健
康
保
険
税

の
課
税
限
度
額
改
正
に
つ
い
て
、

諮
問
ど
お
り
と
す
る
答
申
を
行

い
ま
し
た
。 

　
平
成
２３
年
度
国
保
税
の
改
正

に
つ
い
て
は
、
課
税
限
度
額
を

医
療
分
で
１
万
円
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
で
１
万
円
、
介
護

納
付
金
分
で
２
万
円
、
そ
れ
ぞ

れ
引
き
上
げ
る
諮
問
が
あ
り
ま

し
た
。
課
税
限
度
額
を
引
き
上

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
約
１
２
０

万
円
の
税
収
増
と
な
り
、
中
低

所
得
者
の
税
負
担
を
軽
減
し
ま

す
。 

　
協
議
会
の
答
申
に
つ
い
て
は

法
的
な
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
意
見
は
最
大
限
に
尊

重
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
も
厳
し
い
経
済
状
況

を
反
映
し
た
所
得
の
減
少
傾
向

が
続
き
、
所
得
割
額
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
保
険
給
付
費
な
ど

に
か
か
る
支
出
が
税
収
等
の
収

入
を
上
回
り
、
３
２
０
０
万
円

の
財
源
不
足
と
な
り
、
財
政
調

整
基
金
を
取
り
崩
し
補
填
す
る

予
定
で
す
。 

　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

で
は
、
健
全
な
財
政
運
営
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
運
用
が
図
れ
る
よ
う
、
意
見

交
換
、
調
査
、
研
究
な
ど
を
重

ね
、
町
長
に
対
し
意
見
の
具
申

等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

■
運
営
協
議
会
委
員
の
紹
介
■ 

　
会
長
　

松
岡
秀
人
　

公
益
代
表 

　
委
員
　

難
波
靖
通
　

公
益
代
表 

　
委
員
　

南
　
堰
雄
　

保
険
医
代
表 

　
委
員
　

山
本
　
真
　

保
険
医
代
表 

　
委
員
　

中
田
光
夫
　

被
保
険
者
代
表 

　
委
員
　

小
松
　
寛
　

被
保
険
者
代
表 

（
健
康
福
祉
課
） 

ほ
て
ん 

国
民
健
康
保
険 

　
　
　
　
運
営
協
議
会
開
催 

国
民
健
康
保
険 

　
　
　
　
運
営
協
議
会
開
催 

第１４７回 

８ 

平成２３年度　所得制限等一覧表 

●老人医療費助成制度（６５歳以上７０歳未満の方） 

低所得者Ⅱ 

低所得者Ⅰ 

2 割 

8,000円 

24,600円 

15,000円 

区　分 所得制限の内容 
自己負担限度額 
外　来 入　院 

負担割合 

1 割 

世帯全員が市町村民税非課税で、
本人の年金収入を加えた前年の
所得が８０万円以下の方 

世帯全員が市町村民税非課税で、
その世帯全員の所得が０円の方 
（年金収入が８０万円以下で他に所得がないこと） 

●重度障害者および高齢重度障害者医療費助成制度 
　（身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ判定、精神障害者保健福祉手帳１級をお持ちの方） 

●乳幼児等医療費助成制度（０歳～小学３年生までの方） 
●こども医療費助成制度（小学４年生～中学３年生までの方） 

重度（高齢重度） 
障害者医療 

乳幼児等医療 

こども医療  

本人・配偶者・扶養義務者 

乳児等保護者（扶養義務者） 

こども保護者（扶養義務者） 

所得制限の内容 

所得制限対象者のそれぞれの 
市町村民税の所得割税額が 

所得制限対象者 

２３５,０００円未満 

所得制限対象者 扶養親族等の数 所得限度額 

母子家庭等の母等 
（扶養義務者） 

0

1

2

3

4

5

1,920,000

2,300,000

3,820,000

3,440,000

3,060,000

2,680,000

●母子家庭等医療費助成制度 
　（１８歳または２０歳までの児童を監護する母または 
　　父及びその児童） 

　
現
在
お
持
ち
の
福
祉
医
療
費
受

給
者
証
（
浅
黄
色
）
の
有
効
期
限

は
６
月
３０
日
で
す
。
平
成
２３
年
度

の
所
得
判
定
後
、
該
当
さ
れ
る
方

に
は
、
６
月
下
旬
に
世
帯
ご
と
に

郵
送
（
簡
易
書
留
）
で
新
し
い
福

祉
医
療
費
受
給
者
証
を
送
付
し
ま

す
。 

　
た
だ
し
、
母
子
家
庭
等
の
方
、

平
成
２２
年
度
に
福
祉
医
療
費
受
給

者
証
が
交
付
さ
れ
て
い
な
い
方
で

新
た
に
福
祉
医
療
費
受
給
者
に
該

当
さ
れ
る
方
に
は
申
請
書
類
等
を

送
付
し
ま
す
。
役
場
健
康
福
祉
課

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

   

　
６
月
末
ま
で
は
受
給
対
象
と
な

っ
て
い
て
も
、
７
月
以
降
は
本
来

の
所
得
制
限
に
よ
り
判
定
さ
れ
る

た
め
、
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を

交
付
で
き
な
い
方
も
あ
り
ま
す
。

資
格
喪
失
届
を
送
付
し
ま
す
の
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
旧
福
祉
医
療
費
受
給
者
証（
浅

黄
色
）は
、
有
効
期
限
終
了
後
、

健
康
福
祉
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

    

   

★
公
費
医
療
負
担
額
助
成
制
度 

　
自
立
支
援
医
療
・
養
育
医
療
・

（
小
児
慢
性
）
特
定
疾
患
医
療
、

肝
炎
治
療
な
ど
、
他
の
公
費
負
担

医
療
を
受
け
、
自
己
負
担
額
が
発

生
し
た
場
合
、
そ
の
自
己
負
担
額

を
助
成
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
健

康
福
祉
課
へ
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
健
康
福
祉
課
　
国
保
医
療
係 

　
（
内
線
３
５
５
・
３
５
６
） 

所
得
制
限
の
経
過
措
置
期
間 

が
６
月
３０
日
で
終
了
し
ま
す 

老
人
医
療
以
外
の
　
　
　
　 

福
祉
医
療
受
給
者
の
方
へ
　 



９ 

介護保険からのお知らせ 

介護保険施設の居住費、食費の軽減制度があります！ 

社会福祉法人等による利用者負担の 
軽減制度があります！ 

居住費、食費の負担限度額の適用や 
利用者負担の軽減を受けるにはどうすればいいの？ 

　特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護療養
型医療施設、ショートステイの各サービスを利用する
方のうち、次の方については、居住費、食費について
負担の上限額（負担限度額）が設けられ、一般の方よ
りも負担が軽減されます。 
　１．住民税非課税世帯の方 
　２．生活保護を受けている方　など 
 
 
 
　介護保険サービスを利用すると、かかった費用の１
割が利用者負担となりますが、社会福祉法人等が行う
介護サービスを利用した場合、所得により利用者負担
が軽減される制度があります。 
 
 
 
　居住費、食費の負担限度額の適用や利用者負担額の軽減を受けるには、事前に申請する必要があります。サー
ビスを利用する前に、申請書に必要事項を記入して申請してください。認定された方には、後日、介護保険負担
限度額認定証・社会福祉法人等利用者負担軽減確認証を交付します。施設、事業所へ提示してからサービスをご
利用ください。 
 

問い合わせ先　健康福祉課　介護保険係（内線３５３） 

平成２３年度介護保険料 

介護保険料を年金から納めて 
いただいている方へ 

　６５歳の誕生日の前日の属する月から、
各市町で決められた基準額をもとに、
所得段階別に保険料が決定し、個々
に納付していただきます。 
　基準額は、介護サービスにかかる
費用などに応じて３年ごとに見直さ
れます。平成２１年度から平成２３年度
は月額３，６００円です。 
　みなさんには、６月１６日に発送す
る「平成２３年度介護保険料納入決定
通知書」でお知らせします。 
 
 
 
 
　４・６・８月は前年度の２月と同額の保険料を仮徴
収します。 
　１０・１２・２月は、確定した保険料額から仮徴収額を
差し引いた額を３等分して本徴収します。 
 
 

問い合わせ先　税務課　介護保険料担当（内線３４２） 

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合、（　）内の金額と
なります。 

※ユニット型個室や従来型個室などの区分については、利用する施設・事業 
　所へお問い合わせください。 

１日あたりの負担限度額 
利用者の所得等の状況 食費の負担限度額 

300円 

390円 

650円 

居住費の負担限度額 
ユニット型個室 820円 

490円 

0円 

490円 
（320円） 

820円 
490円 

320円 

490円 
（420円） 

1,640円 
1,310円 

320円 

1,310円 
（820円） 

ユニット型準個室 

従来型個室 

多床室（大部屋） 
ユニット型個室 
ユニット型準個室 

従来型個室 

多床室（大部屋） 
ユニット型個室 
ユニット型準個室 

従来型個室 

多床室（大部屋） 

・住民税非課税世帯で 

　老齢福祉年金受給者 

・生活保護を受給している方 

・住民税非課税世帯で 

　（合計所得金額＋課税年金 

　　収入）が８０万円以下の方 

・住民税非課税世帯の方 

　（上の基準に該当しない方） 

【介護保険料早見表】 

所得段階 保険料率 年額（円） 

基準額×０.５０ ２１,６００ 

基準額×０.５０ ２１,６００ 

基準額×０.７５ ３２,４００ 

基準額×０.８３ ３５,８００ 

基準額×１.００ ４３,２００ 

基準額×１.２５ ５４,０００ 

基準額×１.５０ ６４,８００ 

対　　象　　者 

第１段階 
生活保護を受けている人 
世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金を受けている人 

世帯全員が住民税非課税で 
前年の合計所得金額と公的年金等収入額の合計が８０万円以下の人 

本人は住民税非課税（同一世帯に住民税課税者がいる）で 
前年の合計所得金額と公的年金等収入額の合計が８０万円以下の人 

本人が住民税非課税（同一世帯に住民税課税者がいる）で 
前年の合計所得金額と公的年金等収入額の合計が８０万円を超える人 

世帯全員が住民税非課税で第２段階以外の人 

本人が住民税課税で合計所得金額が２００万円未満の人 

本人が住民税課税で合計所得金額が２００万円以上の人 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

第６段階 

※第２・４段階の「合計所得金額」とは、年金以外の所得で構成する合計所得金額をいいます。 

前　年　度 

１２月 ２月 １０月 ６月 ８月 ４月 １２月 

本徴収 仮徴収 本徴収 

２月 １０月 

現　　年　　度 



１０ 

採水日　平成22年10月12日 

　水道水は、法令等に定められた検査項目と検査頻度

により水質検査を行っています。 

　福崎町では、検査が義務付けられている検査項目と、

その他項目についても検査を行っています。また、水

道水の原水も検査しています。 

　結果は、水質基準に適合し、飲料水として十分な安

全性を確保しています。 

●平成22年度水道水水質検査結果● 

基
準
番
号 

基　準　項　目 
亀坪大歳神社 八千種保育所 

検　査　結　果 

田口公民館 

基準値 
（mg/L） 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24

一般細菌 

大腸菌 

カドミウム及びその化合物 

シアン化物イオン及び塩化シアン 

 

塩素酸 

クロロ酢酸 

クロロホルム 

ジクロロ酢酸 

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 

ジブロモクロロメタン 

臭素酸 

総トリハロメタン 

トリクロロ酢酸 

ブロモジクロロメタン 

ブロモホルム 

ホルムアルデヒド 

塩化物イオン 

ＴＯＣ 

pH値 

味 

臭気 

色度 

濁度 

100個/ml以下 

検出されないこと 

0.003以下 

0.01以下 

0.04以下 

0.6以下 

0.02以下 

0.06以下 

0.04以下 

10以下 

0.1以下 

0.01以下 

0.1以下 

0.2以下 

0.03以下 

0.09以下 

0.08以下 

200以下 

3以下 

5.8以上～8.6以下 

異常でないこと 

異常でないこと 

5度以下 

2度以下 

0 

検出されない 

0.0003未満 

0.001未満 

0.001未満 

0.08 

0.002未満 

0.001 

0.004未満 

ー 

0.003 

0.001未満 

0.007 

0.02未満 

0.002 

0.001 

0.008未満 

7.5 

0.2 

6.8 

異常なし 

異常なし 

1未満 

0.1未満 

0 

検出されない 

0.0003未満 

0.001未満 

0.001未満 

0.07 

0.002未満 

0.009 

0.004未満 

ー 

0.004 

0.001未満 

0.020 

0.02未満 

0.007 

0.001未満 

0.008未満 

11 

0.2 

7.1 

異常なし 

異常なし 

1未満 

0.1未満 

0 

検出されない 

0.0003未満 

0.001未満 

0.001未満 

0.06未満 

0.002未満 

0.001未満 

0.004未満 

1.4 

0.003 

0.001未満 

0.005 

0.02未満 

0.001 

0.001 

0.008未満 

7.3 

0.1 

7.0 

異常なし 

異常なし 

１未満 

0.1未満 

問い合わせ先　水道課（内線３８１・３８２） 

シス-1,2-ジクロロエチレン及び 
トランス-1,2-ジクロロエチレン 

春日山キャンプ場  
リニューアルオープン  
春日山キャンプ場  

リニューアルオープン  
　八千種にある春日山キャンプ場の改修工事が完
了しました。 
　調理棟、食事棟、バンガロー、テントサイトな
どの施設があり、キャンプや森林浴、ハイキング
など春日山の豊かな自然を満喫できる空間です。 
　家族やグループで、ぜひご利用ください。 
申し込み・問い合わせ先 
　春日ふれあい会館　　２２ー５８０５ 
　産業課　農政係（内線３９２） 

　兵庫県では「開発行為」の運用を見直し、１０月
１日から新たな運用が開始されます。 
　このたび、開発行為となる基準が見直されたた
め、これまで開発として一定の制限を受けていな
かった行為についても制限を受ける場合がありま
す。改正に伴う経過措置も設けています。 
　詳しくは、兵庫県ホームページまたは福崎町ホ
ームページをご覧ください。 
 
 
 
 
 
 
（注）太字は改正後の基準値（（　）書きは改正前） 
形状の変更…切土高さまたは盛土高さの最大値

が５０㎝以上の造成工事 
性質の変更…田・畑等宅地以外の土地を宅地に

変更する行為（青空駐車場、資材
置場に建築物を建築する行為も該
当します。） 

問い合わせ先 
　兵庫県中播磨県民局　まちづくり建築課 
　　（　０７９－２８１－９６５３） 
　福崎町役場まちづくり課　都市計画係（内線３３６） 

～「開発行為」の運用が変わります～ 

【改正の概要】 
区域区分 

市街化区域 

市街化調整区域 

形状の変更 

　５００㎡ 
（１，０００㎡） 

１，０００㎡ 

性質の変更 

　５００㎡ 
（３，０００㎡） 

１，０００㎡ 
（３，０００㎡） 

 



福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

福
崎
町
教
育
委
員
会 

神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

文
化
財
再
発
見
　 54

東
広
畑
古
墳
（
西
田
原
字
東
広
畑
） 

　
東
広
畑
古
墳
か
ら
６
世
紀
後
半
〜
７
世
紀
初
頭
頃
の
装
飾
付
大
刀
「
亀

甲
繋
単
鳳
文
銀
象
嵌
円
頭
大
刀
柄
頭
」（
縦
８
㎝
×
横
４
㎝
、
大
刀
の
持

ち
手
よ
り
上
の
装
飾
部
分
）
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
、
柄
頭
の
鉄
器
が
錆
び
な
い
よ
う
に
処
理
を
行
い
、
錆
や
砂
が
付

着
し
て
表
面
の
よ
う
す
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
も
の
を
処
理
し
、
約
１
４
０

０
年
前
の
美
し
い
姿
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。 

　
ぜ
ひ
、
古
墳
時
代
の
美
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
町
立
神
崎
郡
歴
史
民
俗

資
料
館
で
公
開
し
て
い
ま
す
。 

装飾付須恵器器台 

子持ち須恵器器台 

展示『ねむりからさめた東広畑古墳 
～はなむけの美～』で初公開 

57

　
亀
甲
繋
単
鳳
文
銀
象
嵌
の
文
様

は
県
内
初
で
、
表
面
に
白
い
線
で

模
様
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

白
い
線
と
は
”銀

“が
は
め
込
ま

れ
た
象
嵌
と
い
う
大
陸
由
来
の
技

術
で
描
か
れ
た
も
の
で
、
こ
の
よ

う
に
は
っ
き
り
と
残
る
優
品
と
し

て
も
、
県
内
初
で
す
。 

　
模
様
は
、
亀
の
甲
羅
の
形
の
六

角
形
の
中
に
”鳳
凰
“の
”鳳

“や 

”羽
毛
“な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
全
国
的
に
み
る
と
、
数
は
少
な

い
も
の
の
同
じ
よ
う
な
模
様
の
も

の
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
装
飾
大
刀
を
持
つ

人
物
は
、
地
域
を
治
め
た
地
方
豪

族
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
ヤ
マ
ト

政
権
か
ら
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
説

が
あ
る
大
変
重
要
な
も
の
で
、
相

当
有
力
な
豪
族
が
埋
葬
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

◎
他
に
も
貴
重
な
資
料
◎ 

□
特
殊
須
恵
器
□ 

　
特
殊
須
恵
器
と
は
、
日
常
の
食

器
と
は
異
な
り
、
葬
儀
を
行
う
時

の
祭
祀
用
の
器
で
、
特
殊
な
形
を

し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
特
殊
須
恵
器
は
、
全

国
的
に
み
れ
ば
兵
庫
県
内
で
は
よ

く
見
つ
か
り
ま
す
が
、
装
飾
付
須

恵
器
器
台
は
、
播
磨
地
域
に
集
中

し
て
分
布
し
、
但
馬
地
域
で
は
３

例
で
す
。 

　
子
持
ち
須
恵
器
器
台
の
出
土
例

は
非
常
に
少
な
く
、
多
可
郡
や
有

馬
郡
地
域
、
他
は
城
崎
町
に
１
例

で
す
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
市
川

水
系
の
内
陸
の
福
崎
町
で
両
方
の

特
殊
須
恵
器
が
見
つ
か
っ
た
こ
と

は
、
古
墳
後
期
の
福
崎
の
役
割
や

地
域
性
、
交
流
を
示
す
大
変
お
も

し
ろ
い
資
料
に
な
り
ま
す
。 

□
装
飾
付
須
恵
器
器
台
□ 

　
壺
の
下
に
ス
カ
ー
ト
状
の
台
が

あ
る
も
の
で
、
壺
の
外
側
に
馬
に

乗
る
人
、
装
飾
し
た
馬
、
鹿
、
人

物
、
小
さ
い
小
壺
が
付
い
て
い
ま

す
。
小
さ
い
像
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
て
い
ね
い
に
作
ら
れ
て

い
て
、
人
物
は
、
目
や
鼻
や
口
や

髪
の
毛
の
表
現
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

□
子
持
ち
須
恵
器
器
台
□ 

　
ス
カ
ー
ト
状
の
台
に
大
き
い
鉢

が
あ
り
、
そ
の
中
に
坏
と
蓋
が
６

つ
セ
ッ
ト
で
、
中
央
に
高
坏
と
蓋

１
セ
ッ
ト
が
の
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
ち
ら
も
大
変
貴
重
な
資
料
で

す
。 

★
県
内
初
★
　
亀
甲
繋
単
鳳
文
銀
象
嵌
円
頭
大
刀
柄
頭 

き
っ
こ
う
つ
な
が
り
た
ん
ほ
う
も
ん
ぎ
ん
ぞ
う
が
ん
え
ん
と
う
た
ち
つ
か
が
し
ら 

こ 

も 

す 

え 

き 

き 

だ
い 

と
く 

し
ゅ 

す 

え 

き 

そ
う
し
ょ
く
つ
き 

す 

え 

き 

き 

だ
い 

ふ
た 

つ
き 

処理前 処理後 
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平
成
２２
年
度
ふ
く
さ
き
歴
史

体
験
隊
は
、
４０
人
の
隊
員
を
迎

え
毎
回
元
気
に
活
動
し
ま
し
た

よ
！ 

　
小
学
校
５
・
６
年
生
の
と
き

に
出
会
う
郷
土
の
歴
史
・
文
化

と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
か
け
が
え

の
な
い
時
間
と
思
い
出
で
す
。 

　
今
月
中
旬
に
は
学
校
へ
募
集

案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。
今
年

も
た
く
さ
ん
の
隊
員
と
出
会
え

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ね
。 

歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り 

　体験隊活動へご協力いただきました保護者ボランティアや地域ボランティアのみなさんに厚くお礼申し上げます。
本年度も活動へご参加いただける方を募集しています。 
　ご協力いただける方は、資料館までご連絡ください。　　　　　　　　　歴史民俗資料館（　２２－５６９９） 

▲決して忘れてはいけない‘戦争’の歴史。 
　体験隊では、戦時中のはなしを聞いて当 
　時のことを知り、平和への願いを込めて 
　戦時食をつくりました。 

　バスツアーで訪れた養父市にある大庄屋。 
　大きくて立派な石垣でしたね。 

▲みんなで協力をしてつくったハニワは、自 
　分たちでカマをつくって焼きましたよ。今 
　は歴民前に並んでいるのでまた見にきてね。 

▲バスツアーでは大庄屋めぐりに出か 
　けましたよ。林田藩の三木家は修理 
　を終えたばかり。私たちの町にある 
　三木家もこのような姿でまた見る日 
　が楽しみです。 

～ふるさと福崎での体験と歴史の出会い～ 

▲体験隊の活動は、町の歴史・文化ゾーンである 
　辻川かいわいを知ることからはじまります。 
　今年は柳田國男50年祭も行われます。 

１２ 

▲凧づくりは空にあがるまではドキドキ。 
　でもいっせいに喜ぶ声と笑顔があふれ 
　ましたね。今年１月号の広報では表紙 
　を飾りましたよ！ 

たこ 



　
今
年
８
月
に
柳
田
國
男
５０
年
祭
が
行
わ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
年
の
巡
回
展
で
は
、

柳
田
國
男
が
幼
少
期
過
ご
し
た
福
崎
と
の

深
い
つ
な
が
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
数
多
く
残
る
著
書
か
ら
、
本
展
で
は『
故

郷
七
十
年
』
に
綴
ら
れ
た
國
男
の
思
い
出

や
素
顔
、
人
々
と
の
交
流
、
明
治
初
期
の

郷
土
の
風
景
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
表
現
か
ら
は
、
ふ
る
さ

と
へ
込
め
ら
れ
た
思
い
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
素
顔
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。 

　
ま
た
、
７
月
の
講
座
で
は
、
柳
田
國
男

の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
こ
の
神
崎
郡
の
よ
う

す
を
神
話
に
残
る
姿
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
す
。 

　
展
示
や
講
座
を
と
お
し
て
、
郷
土
の
歴

史
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

～連続講座②のお知らせ～ 
７月９日（土）１３：３０～１５：００ 
柳田のふるさと～神崎郡の神話～ 
坂江渉さん（神戸大学大学院人文学研究科特命准教授） 

申し込み・問い合わせは歴史民俗資料館へ 
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昨
年
度
着
手
し
た
三
木
家
住

宅
保
存
修
理
工
事
で
す
が
、
今

年
度
か
ら
５
か
年
の
予
定
で
主

屋
の
修
理
を
行
い
ま
す
。
主
屋
は
、

三
木
家
の
中
で
中
心
的
な
建
物

で
す
。 

　
こ
の
主
屋
は
、
腐
朽
や
破
損

の
激
し
い
箇
所
が
あ
る
た
め
、

多
く
の
箇
所
で
部
材
を
取
り
替

え
て
修
理
を
行
い
ま
す
。 

　
木
材
は
栗
・
地
松
・
檜
・
杉

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本

的
に
こ
れ
ら
の
部
材
は
、
同
種

の
国
内
産
で
、
乾
燥
し
た
目
通

り
の
良
い
も
の
を
使
用
し
ま
す
。

ま
た
、
割
れ
、
ね
じ
れ
、
曲
が

り
が
な
い
か
を
確
認
し
な
が
ら

工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
修
理
は
、
根
継
ぎ
と
呼
ば
れ

る
工
法
等
で
補
修
し
ま
す
。
根

継
ぎ
と
は
、
柱
の
足
元
の
、
腐

食
や
虫
害
に
よ
り
損
傷
が
激
し

い
箇
所
を
切
り
、
新
材
で
つ
な

ぐ
こ
と
で
す
。
三
木
家
の
よ
う

な
文
化
財
は
、
で
き
る
だ
け
元

の
材
料
を
残
し
て
補
強
を
す
る

た
め
に
、
根
継
ぎ
も
複
雑
な
形

状
に
な
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
文
化
財
建
造
物
修

理
に
使
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
森
林

は
年
々
減
っ
て
お
り
、
調
達
す

る
の
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
文
化
庁
で
は
、
平

成
１８
年
度
に
文
化
財
建
造
物
の

修
理
に
必
要
な
資
材
の
モ
デ
ル

供
給
林
と
な
る
「
ふ
る
さ
と
文

化
財
の
森
」
を
設
定
し
、
木
材

や
檜
皮
、
茅
、
漆
な
ど
の
資
材

の
確
保
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
ふ

る
さ
と
文
化
財
の
森
」
は
全
国

で
３０
箇
所
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
畿
で
は
、
大
阪
に
４
つ
、
京

都
に
１
つ
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
工
事
で
は
、
こ
れ
ら
の
森
林

か
ら
部
材
を
確
保
し
て
大
切
に

使
っ
て
補
修
し
て
い
き
ま
す
。 

　
主
屋
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

大
工
が
関
わ
り
、
高
い
レ
ベ
ル

で
修
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
回
の
保
存
修
理

工
事
に
も
同
等
以
上
の
技
術
を

も
っ
て
工
事
を
行
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

県
指
定
文
化
財
　
　
　
　 

三
木
家
住
宅
主
屋
保
存
修 

理
工
事
①
（
木
工
事
）
　 

ひ
わ
だ 

か
や 

ひ
の
き 

ね
　
つ 

う
る
し 

　
今
年
も
７
月
に
、
歴
史
民
俗
資

料
館
で
「
辻
川
山
演
奏
会
」
が
開

か
れ
ま
す
。
今
年
は
ウ
ク
レ
レ
演

奏
会
で
す
。
資
料
館
の
演
奏
会
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
楽
器
を
紹
介

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
ハ
ワ

イ
ア
ン
音
楽
を
代
表
す
る
ウ
ク
レ

レ
で
す
。
す
て
き
な
音
色
と
と
も

に
、
南
国
気
分
で
心
安
ら
ぐ
ひ
と

と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

 

　
歴
民
に
ウ
ク
レ
レ
の
音
色
を 

　
響
か
せ
よ
う
！ 

『
ウ
ク
レ
レ
演
奏
会
』 

出
演
　
ハ
ッ
ピ
ー
ウ
ク
レ
レ
倶
楽
部 

日
時
　
７
月
１８
日（
月
・
祝
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜 

場
所
　
歴
史
民
俗
資
料
館 

申
し
込
み
は
歴
史
民
俗
資
料
館
へ 

　
２２
・
５
６
９
９ 

『
辻
川
山
演
奏
会
』の
お
知
ら
せ 

１３ 

つ
づ 



開
館
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
１２
月

　
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下

車
、
徒
歩
約
３０
分
、
ま
た
は
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
を
利
用
。 

　
車
は
播
但
連
絡
道
・
中
国
自
動

車
道
で
福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、

ま
た
は
国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

歴
史
民
俗
資
料
館
利
用
案
内 市

　
川 

《付近見取図》 

P

福
崎
駅 

←
山
崎
へ 

→
甘
地
へ 

健
康
福
祉 

　
事
務
所 

老
人
ホ
ー
ム 

辻
川
北
信
号 

柳
田
生
家 三木家 

もちむぎの 
　　やかた 

交
番 

町
民
第
一 

グ
ラ
ン
ド 

記
念
館 

→
北
条
へ 

福崎IC

新
町
信
号 文 

郵便局 

高
速
道
路
出
口 

辻
川
信
号 

生
野
へ
↑ 

国
道
３
１
２
号 

播
但
自
動
車
道
路 

中　国　縦　貫　道 

平野病院 

姫路へ↓ 

　資料館 

←
姫
路
へ
 

福崎町役場 

バ
ス 

　

ロ
ー
タ
リ
ー 

N

辻川辻川 
バス停バス停 
辻川 
バス停 

P

一方通行 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
平
成
２３
年
６
月
２
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

57
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１４ 

　
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
は

今
年
の
４
月
か
ら
町
営
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
、
入
館
料

も
当
分
の
間
、
無
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
今
回
は
当
記
念
館
が
所
蔵
し
て

い
る
資
料
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 

　
ま
ず
、
目
を
引
く
の
が
、
柳
田

國
男
が
長
年
愛
用
し
た
机
で
す
。 

            

　
こ
の
机
は
、
國
男
が
執
筆
作
業

の
し
や
す
い
よ
う
に
と
特
別
に
注

文
し
た
も
の
で
す
。
特
徴
の
あ
る

の
は
、
正
面
に
あ
る
小
さ
く
区
切

ら
れ
た
棚
と
、
両
袖
に
引
き
出
し

の
よ
う
に
収
納
さ
れ
て
い
る
板
で

す
。
正
面
の
棚
は
、
執
筆
途
中
の

原
稿
や
資
料
を
整
理
し
て
お
く
た

め
、
両
袖
の
板
は
、
少
し
で
も
作

業
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
取
る
た
め
の

も
の
で
す
。 

　
ま
た
、
カ
ギ
付
き
の
木
製
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
で
す
。

こ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
机
前
面
の
棚

と
机
上
を
す
べ
て
覆
う
こ
と
が
で

き
る
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
執
筆

途
中
の
大
切
な
原
稿
を
守
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
國
男
は
足
元

に
炭
入
れ
を
置
き
、
こ
れ
で
足
元

の
暖
を
と
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

　
ま
た
、
貴
重
な
も
の
と
し
て
、

大
正
大
典
時
に
國
男
が
着
用
し
て

い
た
衣
冠
束
帯
も
保
存
・
展
示
し

て
い
ま
す
。 

　
大
典
と
は
、
天
皇
の
即
位
式
と

そ
の
後
に
行
わ
れ
る
大
嘗
祭
（
五

穀
豊
穣
に
感
謝
し
て
そ
の
継
続
を

祈
る
式
）
の
一
連
の
儀
式
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。
國
男
は
大
正
４
年

に
行
わ
れ
た
大
典
に
参
列
し
ま
し

た
。 

　
こ
の
他
に
も
代
表
的
な
も
の
と

し
て
『
遠
野
物
語
』
の
初
版
本
や
、

『
石
神
問
答
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
『
遠
野
物
語
』
は
國
男
が

自
費
出
版
し
た
も
の
で
、
そ
の
初

版
本
は
３
５
０
冊
余
り
し
か
な
い

貴
重
な
も
の
で
す
。 

      

　
な
お
、
記
念
館
に
は
國
男
の
兄

弟
に
関
す
る
資
料
も
多
数
あ
り
、

松
岡
映
丘
の
大
和
絵
の
画
稿
や
長

男
・
鼎
が
実
際
に
使
用
し
た
医
術

書
籍
な
ど
、
他
で
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
を
た
く
さ
ん
展
示

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
記
念
館
に

足
を
運
び
、
実
物
の
資
料
に
触
れ

て
く
だ
さ
い
。 

柳
田
國
男
記
念
館
だ
よ
り 

か
な
え 

い
か
ん
そ
く
た
い 

柳田國男が使用した机 

『遠野物語』初版本 

大正大典時の衣冠束帯 
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　相談員：木村才子さん 

（祝日を除く） 

子育て支援に関することは Eメール ko-shien＠town.fukusaki.hyogo.jp

子育て支援センター 
（おひさまらんど） 

福崎町福崎新448－3（福崎幼児園内） 
　22－2308　Fax22－2313

〈開設日時〉 
　月曜日～金曜日　８：３０～１７：００ 
　　　　　土曜日　８：３０～１２：３０ 
〈個別相談〉　毎月第１火曜日　１０：００～１４：００ 
　７月５日（火） 
　相談員：井手晴子さん 

（祝日を除く） 

ドレミ　毎月第２木曜日　１０：００～１１：００ 

６月９日（木）・７月１４日（木）　八千種研修センター 

　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、身体

遊びなどを楽しみます。 

ぐりとぐら　毎月第１木曜日　１０：００～１１：００ 

７月７日（木）　文化センター　２階　和室 

　絵本の読み聞かせ、わらべうた、パネルシアターなど、

親子でいっしょに楽しみます。 

（問い合わせ先：子育て学習センター） 

「あそびのひろば」 

日　時　６月２８日（火）　１０：００～１１：３０ 
場　所　子育て支援センター 
テーマ　「絵本と子育て」 
　　　　　※１０：００～１０：３０は幼児園３歳児保護者対象の 
　　　　　　お話にも参加します。 
対　象　２歳、３歳の子どもとその保護者 
申込方法　子育て支援センターへ 
定　員　１５組 

日　時：７月１３日（水）１０：００～１１：３０（受付９：４５～） 

場　所：文化センター　小ホール 

講　師：姫路おはなしの会　小栗栖真弓さん 

　「子どもたちにどんな絵本を読んでやればいいのだろ 

う」本屋さんで、図書館で、たくさんの絵本を前に悩ん

だことはありませんか？絵本は、子どもが初めて出会う

“本（文学）”です。そこで眼にする絵、耳にする言葉

は幼い子の心に刻み込まれることでしょう。「子どもに

こそ最上のものを」、子どもと本に関わる大人たちの合

い言葉です。絵本について考えながら、子どもたちに手

渡してもらいたい絵本をいっしょに楽しむ講座です。 

（問い合わせ先：子育て学習センター） 

日　時　７月２１日（木）　１０：００～１０：３０ 

場　所　福崎幼児園　お遊戯室 

演　奏　牛尾奈津美さん、玉置真梨さん 

対　象　就学前の子どもとその保護者 

申込方法　子育て支援センターへ 

　お父さん集まれ！お父さんの出番ですよ。 

　お子さんといっしょに遊びませんか？ 

日　時　６月１８日（土）　１０：００～１１：３０ 

場　所　福崎幼児園　お遊戯室 

対　象　１～３歳の子どもとその保護者 

持ち物　お茶 

申込方法　子育て支援センターへ 

日　　程 

6月10日（金） 

6月13日（月） 

6月17日（金） 

6月20日（月） 

6月24日（金） 

6月27日（月） 

7月 1 日（金） 

7月 4 日（月） 

実施場所 

辻川公民館 

福田公民館 

山崎公民館 

田口公民館 

新町公民館 

鍛治屋公民館 

西治公民館 

南大貫公民館 

対象地区 

西野・辻川 

福田・駅前 

山崎 

田口・板坂 

新町 

小倉・鍛治屋 

西治・西谷・高橋 

東大貫・西大貫・南大貫 

※時間はいずれも１０：００～１１：００ 
※申し込み不要。対象地区以外の方も参加できます。 
※６月１７日、２４日、２７日はミニデイ利用者の方との交流を 
　予定しています。 

１５ 



主催：兵庫県・福崎町 

協賛：兵庫県土地改良事業団体連合会 

　　　兵庫県ため池等整備事業促進協議会 

　　　（社）兵庫県治山林道協会 

災害のない豊かな農村をめざして 

１６ 

大雨に注意！！ 
　災害の多くは長雨や集中豪雨が
原因で起こります。１時間に２０ミ
リ以上、または降り始めから８０ミ
リ以上降ると危険です。十分に警
戒してください。 

●ため池の保全 
　多くのため池は、造られてから長い歳月がたち、古

くなっています。 

　機能が十分に発揮できなくなったため池は、規模に

応じて国や県、町とため池管理者である農家の人たち

がお金を出しあって、改修工事を行うことができます。 

●ため池のパトロール 
　県と町は県土を災害などから守るため、毎年６月を

「豊かなむらを災害から守る月間」に定め、関係機関

あげて防災パトロールを行っています。 

　日頃から堤防を見回り、草刈りや雑木の伐採、さら

に洪水吐や取水施設の補修など、地道な管理努力が大

切です。 

●ため池の管理責任 
　ため池の管理者は、ため池の管理責任を負っていま

す。 

　ため池で事故などが起きないよう、日頃から、立て

看板、転落防止柵の設置、点検など可能な範囲で維持

管理活動を行っておくことが大切です。維持管理活動

の記録は必ず残すようにしましょう。 

●次のことにも注意しましょう 
・大雨が予想されるときは、水位を下げておきましょ

う。 

・洪水吐に土のう等を置いて、無理な貯水は絶対にし

ないでおきましょう。 

・景観を損なわないよう、不法投棄の防止に努めまし

ょう。 

　
兵
庫
県
で
は
次
の
と
お
り
狩

猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。 

【
狩
猟
免
許
と
は
】 

　
狩
猟
期
間
中
に
シ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
な
ど
の
狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲

す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
で
す
。 

　
県
や
市
町
の
許
可
を
受
け
て

実
施
す
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
も

原
則
的
に
必
要
で
す
。 

【
狩
猟
の
楽
し
み
と
公
益
性
】 

　
狩
猟
は
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
料

理
を
楽
し
む
と
い
う
魅
力
の
ほ
か
、

農
林
業
被
害
を
与
え
る
野
性
動

物
の
生
息
頭
数
を
適
性
に
管
理

す
る
と
い
う
公
益
性
も
兼
ね
備

え
て
い
ま
す
。 

【
試
験
の
日
程
及
び
場
所
】 

 

申
込
期
間
　
６
月
６
日
〜
２１
日 

知
識
・
適
性
試
験
日
及
び
会
場 

７
月
６
日
（
水
） 

　
姫
路
労
働
会
館 

技
能
試
験
日
及
び
会
場
（
知
識
・

適
性
試
験
の
合
格
者
） 

７
月
２０
日（
水
） 

　
姫
路
労
働
会
館
も
し
く
は 

７
月
２７
日（
水
） 

　
神
戸
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー 

 

申
込
期
間
　
８
月
８
日
〜
２３
日 

知
識
・
適
性
試
験
日
及
び
会
場 

９
月
１０
日（
土
） 

　
神
戸
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー 

技
能
試
験
日
及
び
場
所
（
知
識
・

適
性
試
験
の
合
格
者
） 

９
月
２５
日（
日
） 

　
神
戸
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー 

【
免
許
の
種
類
】 

・
網
猟（
主
に
鳥
類
） 

・
わ
な
猟（
獣
類
の
み
） 

・
第
一
種
銃
猟（
装
薬
銃
、空
気
銃
） 

・
第
二
種
銃
猟（
空
気
銃
） 

初
心
者
講
習
会
の
ご
案
内 

　
８
月
６
日
（
土
）
に
、
こ
れ
か

ら
狩
猟
免
許
試
験
を
受
験
さ
れ

る
方
を
対
象
に
、
知
識
・
技
能

に
関
す
る
初
心
者
講
習
会
が
実

施
さ
れ
ま
す
。（
主
催
・（
社
）兵

庫
県
猟
友
会
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

試
験
に
関
す
る
こ
と 

○
県
民
局
森
林
林
業
課 

　
　
０
７
９
・
２
８
１
・
９
２
８
９ 

○
農
政
環
境
部
自
然
環
境
課 

　
　
０
７
８
・
３
６
２
・
３
４
６
３ 

初
心
者
講
習
会
に
関
す
る
こ
と 

○
県
猟
友
会 

　
　
０
７
８
・
３
６
１
・
８
１
２
７ 

（
産
業
課
） 

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内 

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内 

１
回
目 

２
回
目 

ばっさい 

ばけ 



１７ 

農業委員会

農業委員会 
だより 

　福崎町の農業委
員会総会は毎月２０
日前後に開催して
います。 
　農地法に関する各種申請・届出の締切日は毎月５
日です。（閉庁日の場合は翌開庁日） 
　締切を過ぎると翌月扱いになりますので、売買・
転用等を検討されているときは、余裕を持って早め
にご準備ください。 

平成２２年度の農地法の申請状況をお知らせします 

農業委員会に申請・届出する必要がある主な例 

（農地法３・４・５条関係） 

項　　　　目 件数 

２８件 

２３件 

２４件 

面積（㎡） 

４０，３１１ 

８，８５０ 

１４，９２２ 

農地法３条申請（農業をする目 
的で農地の売買・貸借する） 

農地法４条申請（農地の所有者 
が自分で転用する） 

農地法５条申請（他人の土地を 
買ったり借りたりして転用する） 

３
条
（
農
地
の
売
買
・
貸
借
） 

４
条
・
５
条
（
農
地
の
転
用
） 

（
農
地
の
貸
借
） 

利
用
権
設
定
　 

解
約 

　農地を農地として「売買したい」「贈与
したい」「貸し借りしたい」場合は農地法
３条の申請・許可が必要です。 

市街化区域以外の農地を農地として貸借す
る場合は、農業経営基盤強化促進事業によ
る利用権設定を利用すると、簡単な手続き
で貸し借りができます。産業課農政係に相
談してください。 

現在貸し借りをしている農地を都合により
途中解約する場合は、両者の合意による解
約通知書を農業委員会に提出してください。 

※相続による所有権移転の場合、農地法
の許可は不要ですが、相続をした旨の
届出を権利取得を知った日から概ね１０
か月以内に農業委員会に届け出る必要
があります。 

　自分の所有の土地を農地以外のもの（住宅・
倉庫・駐車場など）に転用する場合、農地
法４条の申請許可が必要です。 
　また、転用をするために他人名義の農地
を売買・貸借する場合は、農地法５条の申請・
許可が必要です。 
（４条・５条とも市街化区域の転用は事前
　の届出で可能です） 

※その土地が農振・農用地に指定されて
いる場合、原則転用はできません。農
振・農用地に指定されているかどうかは、
産業課農政係に確認してください。 

相談・手続について、詳しくは、農業委員・農業委員会事務局にお問い合わせください。　　　　　　　　　 
問い合わせ先　農業委員会事務局（産業課内・内線３９４） 

おおむ 

 
地デジ対応受信機を用意しましょう。 
１．デジタルテレビに買い換える。 
２．アナログテレビに地デジチューナーか地デ
ジチューナー内蔵録画機を接続する。 

問い合わせ先　地デジ全般について　デジサポ兵庫 
　　　　　　　　　０７８－３３０－０１０１ 

 
 
　総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送
をまだ視聴できない低所得世帯に対して、支援を
行っています。 
問い合わせ先 
　地デジチューナーの無償給付について 
　総務省地デジチューナー支援実施センター 
　　「市町民税非課税世帯への支援」 
　　　　　０５７０－０２３－７２４ 
　　「NHK放送受信料全額免除世帯」 
　　　　　０５７０－０３３－８４０ 

　地上デジタル放送受信の準備は、大丈夫ですか? 
　７月２４日までに地上アナログ放送が終了し、
地上デジタル放送へ完全移行します。 

[地デジを見るためには…]

[経済的な理由で、地上デジタル放送が 
まだ受信できない方へ]



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日
は
、 

　
　
６
月
２１
日
（
火
） 

　
　
７
月
１９
日
（
火
） 

　
　
８
月
１５
日
（
月
） 

　
　
８
月
１６
日
（
火
） 

　
　
９
月
２０
日
（
火
）
で
す
。 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。（
９
月
中
の
利
用

は
、
７
月
１
日
か
ら
の
予
約
と
な

り
ま
す
。） 

★
月
の
初
日
の
受
付
時
間 

・
電
話
予
約
は
、
午
前
８
時
３０
分 

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。（
初
日
以 

外
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
） 

・
来
館
で
の
予
約
は
、
午
前
８
時

２０
分
か
ら
先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

★
町
民
ふ
れ
あ
い
の
部
屋 

　
月
曜
日
と
木
曜
日
は
大
広
間
の

一
部
を
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
風
呂
利

用
者
ま
た
は
昼
食
を
申
し
込
む
方

は
休
憩
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
簡

単
な
昼
食
は
当
日
申
込
で
き
ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
石
け
ん
、
タ
オ

ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

巡
回
バ
ス
「
動
く
画
廊
」
の 

お
知
ら
せ 

　
巡
回
バ
ス
を
動
く
画
廊
と
し
て
、

車
内
に
保
育
所
児
、
幼
稚
園
児
の

絵
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

○
６
月
１２
日
（
日
）
か
ら
７
月
９

日（
土
）は
、
福
崎
幼
児
園
（
幼

稚
園
部
）
で
す
。 

○
７
月
１０
日
（
日
）
か
ら
８
月
２７

日（
土
）は
、
田
原
幼
稚
園
で
す
。 

　
巡
回
バ
ス
を
ご
利
用
の
う
え
、

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
（
健
康
福
祉
課
） 

 

町
民
農
園
利
用
者
募
集 

　
土
と
自
然
に
触
れ
、
野
菜
な
ど

を
育
て
収
穫
す
る
喜
び
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
町
民
農
園
を
利

用
し
て
家
庭
菜
園
を
始
め
た
い
方

を
募
集
し
ま
す
。 

〈
募
集
内
容
〉 

場
所
　
馬
田
字
竹
之
元 

　
　
　
（
市
川
河
川
敷
の
西
側
） 

募
集
区
画
　
１
区
画 

面
積
　
約
１
１
７
㎡ 

利
用
料
　
年
間
１
㎡
あ
た
り
４０
円 

申
込
期
間
　
６
月
２４
日（
金
）ま
で 

申
込
方
法
　
産
業
課
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
、
押
印
の
う
え
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
　 

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し

ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

産
業
課
　
農
政
係（
内
線
３
９
２
） 

  
戦
没
者
遺
児
等
に
よ
る
「
慰
霊

巡
拝
事
業
」
の
参
加
者
募
集 

　
厚
生
労
働
省
は
、
先
の
大
戦
で

父
等
を
亡
く
し
た
方
を
対
象
と
し

て
、
「
平
成
２３
年
度
慰
霊
巡
拝
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

対
象
者 

①
妻（
再
婚
を
除
く
）
　
②
子
ど
も 

③
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
社

会
援
護
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

　
０
７
８
・
３
４
１
・
７
７
１
１ 

（
内
線
２
９
９
８
） 

お知らせ 

information

１８ 

　
㈱
ふ
く
も
と
様
か
ら
『
福
崎
町

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
』（
ふ
る

さ
と
納
税
）へ
の
寄
附
と
し
て
３５

万
円
、
高
岡
小
学
校
・
幼
稚
園
・

保
育
所
へ
指
定
寄
附
と
し
て
４１
万

円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
４
月
分
） 

ふ
る
さ
と
納
税
　
　 

　
　
　
寄
附
の
お
礼 

中播都市計画下水道を変更しました 
（福崎町決定） 

中播都市計画下水道を変更しました 
（福崎町決定） 

次のとおり計画を変更しました。 
 
①排水区域の拡大 
　　福崎工業団地及び福崎企業団地ほか 
②下水管渠（汚水）の追加 
　　福崎第２汚水幹線の追加 
 
　これらの変更は、生活排水処理計画にもとづ
き、公共用水域の水質保全及び生活環境の保全
を図るため、排水区域の拡大、区域の拡大に伴
う下水管渠を追加したものです。 
　当該都市計画の変更図書については、まちづ
くり課で閲覧することができます。 
 
問い合わせ先 
　まちづくり課　都市計画係（内線３３６） 

日　　時　８月９日（火）１８：００～１９：３０ 
場　　所　福崎東中学校グラウンド 
ステージ　間口８ｍ×奥行４ｍ 
　　　　　電気設備（コンセント）あり 
募集団体数　８団体程度 
出演時間　１０分間程度（入退場を含む） 
締 切 日　６月３０日（木）（選考あり） 
申込方法　教育委員会窓口備え付けの申込用紙に

必要事項を記入のうえ、提出してくだ
さい。（ＦＡＸ・郵送も可） 

※例年、太鼓演奏やダンス、民踊、バンド演奏
などを行っていますが、それ以外のジャンル
でもかまいません。 
※出演に係る謝礼はありませんので、ご了承く
ださい。（弁当の支給あり） 

問い合わせ先　社会教育課（内線２５６） 

かんきょ 



「
福
崎
町
な
っ
得
商
品
券
」 

７
月
１
日
か
ら
販
売
開
始 

　
今
年
は
福
崎
町
制
５５
周
年
を
記

念
し
て
、
総
額
５
５
０
０
万
円
の

「
福
崎
町
な
っ
得
商
品
券
」
を
７

月
１
日
か
ら
販
売
し
ま
す
。 

　
「
福
崎
町
な
っ
得
商
品
券
」
は

１
万
円
で
１
万
１
千
円
分
の
お
買

い
物
が
で
き
る
（
１０
％
お
得
な
）

商
品
券
で
、
町
内
の
加
盟
店
で
発

売
日
か
ら
平
成
２３
年
１２
月
３１
日
ま

で
使
用
で
き
ま
す
。 

　
購
入
限
度
額
は
お
一
人
２
万
円

（
２
冊
）
ま
で
で
す
。
お
中
元
や

お
歳
暮
の
お
買
い
も
の
な
ど
で
ご

利
用
い
た
だ
き
、
地
元
の
活
性
化

に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。 

※
詳
し
く
は
福
崎
町
商
工
会
（
　

２２
・
０
５
５
８
）
へ
。 

  

中
小
企
業
人
材
養
成
事
業
補
助

金
の
活
用
を
（
中
小
企
業
大
学

校
関
西
校
で
研
修
を
受
け
ら
れ

た
方
に
対
す
る
補
助
金
） 

　
町
内
の
中
小
企
業
者
が
実
施
す

る
人
材
養
成
事
業
に
対
し
、
補
助

金
を
交
付
し
、
企
業
の
育
成
を
図

り
ま
す
。 

補
助
の
対
象
者
　 

　
中
小
企
業
の
経
営
者
、
後
継
者

ま
た
は
管
理
者
で
、
４
月
１
日
か

ら
翌
年
３
月
３１
日
ま
で
の
期
間
内

に
中
小
企
業
大
学
校
関
西
校
で
研

修
を
受
け
た
者 

補
助
金
の
額 

　
支
払
っ
た
受
講
料
の
３
分
の
２

（
た
だ
し
、
一
人
１
科
目
に
つ
き

５
万
円
ま
で
） 

補
助
金
申
請
の
手
続
方
法
　 

　
交
付
申
請
書
に
修
了
証
書
の
写

し
及
び
受
講
料
支
払
領
収
書
等
を

添
付
し
、
産
業
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
詳
し
く
は
、
産
業
課
（
内
線
３

９
３
）
へ
。 

  

職
業
訓
練
生
募
集 

　
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
１０
月
入
校
の
職
業
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
下
記
の
連
絡
先
ま

た
は
居
住
地
を
管
轄
す
る
公
共
職

業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

募
集
対
象
者
　
身
体
障
害
者 

募
集
科
目 

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
事
務
科
後
期
生 

募
集
定
員
　
１５
人 

入
校
時
期
　
平
成
２３
年
１０
月 

受
付
期
間
　
６
月
２０
日（
月
）〜 

　
　
　
　
　
７
月
１９
日（
火
） 

選
考
日
　
８
月
２
日（
火
） 

問
い
合
わ
せ
先 

国
立
県
営
　
兵
庫
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
（
伊
丹
市
） 

　
０
７
２
・
７
８
２
・
３
２
１
０ 

  

普
通
救
命
講
習
会
の
お
知
ら
せ 

日
時
　
７
月
１６
日（
土
） 

　
　
　
９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分 

場
所
　
姫
路
市
中
播
消
防
署
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
中
播
消

防
署
内
） 

内
容
　
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含

む
）
及
び
応
急
手
当 

定
員
　
２０
人 

　
　
　（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

受
講
料
　
無
料 

申
込
先
　
姫
路
市
消
防
局
消
防
課 

　
０
７
９
・
２
２
３
・
９
５
５
７ 

syob-kyuukyuu@city.him
eji.hyogo.jp

１９ 

下水道事業審議会委員を募集します 下水道事業審議会委員を募集します 
　福崎町では、公共下水道使用料の水準などを審
議するため、下水道事業審議会を開催します。 
　委員１２人のうち、２人の方に、公募により参加
していただきます。希望する方は、次の要領によ
りご応募ください。 
応募資格　・町内在住の２０歳～７０歳の方 
　　　　　　（平成２３年７月１日現在） 
　　　　　・平日に開催する会議に出席できる方 
　　　　　　（年４回程度） 
募集人数　２人（応募多数の場合、抽選とします） 
任　　期　委嘱の日から平成２４年３月まで 
応募方法　指定の応募用紙に必要事項を記入し、

持参、郵送、またはｅメールで下水道
課へ提出してください。 

締 切 日　６月３０日（木） 
応募・問い合わせ先　下水道課（内線３１１） 
　ｅメール：gesui@town.fukusaki.hyogo.jp

神崎学園 

　日時：６月２３日（木）１０：００～１２：００　専門講座 

　　　　７月１４日（木）１３：２０～１５：２０　専門講座 
 

福寿学園 

　日時：７月１４日（木）１０：００～１２：００　専門講座 

　　　　７月２１日（木）１０：００～１２：００　専門講座 
 

老人大学一般教養講座（公開講座） 

　日時：６月２３日（木）１３：２０～１５：００ 

　演題：「江」の生涯と生き方 

　講師：文学歴史研究家　菅原美文さん 
 

サルビアセミナー（公開講座） 

　日時：６月１７日（金）１３：３０～１５：００ 

　演題：「科学者　吉識雅夫氏」 

　　　　　～吉識雅夫氏の素顔について～ 

　講師：福崎民話かたりべ研究会 

　　　　　代表　鎌谷　泉さん 
 

　日時：７月８日（金）１３：３０～１５：００ 

　演題：「日本のことばと文化」 

　講師：兵庫教育大学大学院　 

　　　　　教授　田中雅和さん 
 

　＊上記公開講座は、一般の方も参加できます。

　　どうぞ、お越しください。 

●文化センター行事予定（６／１７～７／２１） 



団体の部優勝「福崎ＧＧ協会板坂Ｂ」のみなさん 個人男子の部優勝・高松さん 個人女子の部優勝・大畑さん 

カ
ヌ
ー（
カ
ヤ
ッ
ク
）運
動
会 

参
加
者
募
集
!! 

　
大
自
然
の
中
で
カ
ヌ
ー
（
カ
ヤ

ッ
ク
）
に
乗
っ
て
遊
び
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
人
に
は
乗
り
方
か
ら
指

導
し
ま
す
の
で
、
誰
で
も
簡
単
に

乗
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

日
時
　
６
月
２６
日（
日
） 

　
　
　
９
時
〜
１２
時 

場
所
　
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
小
学
４
年
生
〜
一
般 

募
集
人
数
　
２０
人
（
先
着
順
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
６
月
２２

日（
水
）ま
で
に
第
１
体
育
館
へ
。 

参
加
費
　
５
０
０
円 

問
い
合
わ
せ
先 

第
１
体
育
館（
　
２２
・
１
１
５
３
） 

  

町
民
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
開
催
！ 

　
５
月
７
日（
土
）、
快
晴
の
も
と
、

町
民
第
１
グ
ラ
ン
ド
で
「
町
民
親

善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
、

５３
チ
ー
ム
（
３
１
５
人
）
の
参
加

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
団
体
の
部
】 

優
　
勝
　
福
崎
Ｇ
Ｇ
協
会
板
坂
Ｂ 

準
優
勝
　
田
尻
老
人
会
グ
ラ
ウ
ン

　
　
　
　
ド
ゴ
ル
フ
部
Ｂ 

第
３
位
　
西
谷
Ｇ
Ｇ
同
好
会
Ａ 

             【
個
人
男
子
の
部
】（
敬
称
略
） 

優
　
勝
　
高
松
利
秋
（
福
崎
Ｇ
Ｇ

　
　
　
　
協
会
板
坂
Ｂ
） 

         【
個
人
女
子
の
部
】（
敬
称
略
） 

優
　
勝
　
大
畑
輝
代
（
西
谷
Ｇ
Ｇ

　
　
　
　
同
好
会
Ａ
） 

         

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か

ら
の
お
知
ら
せ 

　
４
月
１０
日
（
日
）
、
第
１
体
育

館
で
「
第
３９
回
福
崎
町
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
震
災
か
ら
一
か
月
後

の
大
会
で
し
た
が
、
”が
ん
ば
ろ 

う
！
日
本
“と
汗
握
る
大
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

優
　
勝
　
チ
ー
ム
８５ 

準
優
勝
　
Ｔ
Ｗ
Ｏ-

Ｍ
Ｉ
Ｘ 

第
３
位
　
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ 

　
　
　
　
Ｖ
Ｉ
Ｐ
笑
・
　 
              

マ
ス
タ
ー
ズ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
開
催
!! 

　
４
月
１７
日
（
日
）
、
町
民
第
１

グ
ラ
ン
ド
で
「
第
２３
回
マ
ス
タ
ー

ズ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
、
桜

満
開
の
中
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
７
チ
ー
ム
の
参
加
で
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

優
　
勝
　
井
ノ
口 

準
優
勝
　
吉
田 

              

ゴ
ル
フ
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
５
月
５
日
（
木
・
祝
）
、
福
崎

東
洋
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
、
第
５
回

福
崎
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
新
緑
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
中
「
東
日
本
大
震
災
」
の

義
援
金
が
７
４
４
７
１
円
集
ま
り

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
心
温
ま
る

ご
支
援
に
感
謝
し
ま
す
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
） 

【
団
体
の
部
】 

優
　
勝
　
山
崎
地
区 

準
優
勝
　
駅
前
地
区 

第
３
位
　
福
田
地
区 

【
個
人
の
部
】 

優
　
勝
　
三
森
茂
樹 

準
優
勝
　
三
森
真
一
郎 

第
３
位
　
米
田
健
一
郎 

【
シ
ニ
ア
の
部
】 

優
　
勝
　
片
山
高
一 

ス
ポ
ー
ツ 

優勝「チーム８５」のみなさん 

優勝「井ノ口」のみなさん 

２０ 

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 

サルビア会館でさまざまな相談を 
受けていますのでご利用ください。 

人権相談 
　毎月第3水曜日　10:00～15:00 
　（担当＝住民生活課・内線374） 

なやみごと相談 
　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 

母子相談 
　毎月第2・4月曜日　10:30～15:00 
　（担当＝健康福祉課・内線353） 

行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝総務課・内線221） 
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今
年
で
１４
回
目
を
迎
え
る
生

活
塾
シ
リ
ー
ズ
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
夏
休
み
の
思
い
出

に
、
楽
し
く
貴
重
な
体
験
を
し

ま
せ
ん
か
？ 

　
ま
た｢

ふ
れ
あ
い
ワ
ン
デ
ー

生
活
塾｣

（
日
帰
り
）
で
、
子

ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
活
動

す
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

豊
富
な
経
験
や
知
識
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。（
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

だ
け
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
） 

〜
夏
休
み
〜 

平
成
２３
年
度
ア
ウ
ト
ド
ア
生
活
塾
・
ふ
れ
あ
い 

ワ
ン
デ
ー
生
活
塾
参
加
者
募
集 

 

月 　 日 

アウトドア生活塾 ふれあいワンデー生活塾 

7月30日（土） 

青少年野外活動センター 

第１体育館で、所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、参加料を添えて 
お申し込みください（電話での予約申込はできません）。 

・参加申込は１人につき4人分まで受付できます。 
・「ふれあいワンデー生活塾」については、小学生のみ、おじいちゃん 
　おばあちゃんのみの参加もできます。 
　おじいちゃん、おばあちゃんには、ご飯作りや工作などをいっしょ 
　に楽しんでいただきます。 

9：00～22：00（日曜日は17：00まで、月曜日は休館） 

7月23日（土）～24日（日） 

１人2,000円（行事保険料を含む） １人1,000円（行事保険料を含む） 

6月28日（火）～7月10日（日） 6月21日（火）～7月3日（日） 

45人 
（先着順・定員になり次第締切） 

町内の小学1～3年生　　　50人 
おじいちゃんおばあちゃん　10人 
（先着順・定員になり次第締切） 

町内の小学4～6年生 
町内の小学1～3年生 

おじいちゃん、おばあちゃん 

場　 所 

対 　 象 

定 　 員 

参 加 料 

申込期間 

受付時間 

申込方法 

そ の 他 

「アウトドア生活塾」「ふれあいワンデー生活塾」募集要項 

俳

句

会 

ね
ん
ご
ろ
に
言
葉
を
交
わ
す
櫻
冷

え
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 
夜
も
更
け
て
鳴
き
声
細
る
仔
猫
か

な
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

花
ざ
か
り
腰
掛
茶
屋
で
摂
る
昼
餉 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

綾
取
り
に
夢
中
の
少
女
春
の
昼 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

 

猫
の
仔
に
未
練
残
し
て
去
る
少
女 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

老
夫
婦
猫
の
子
飼
っ
て
慈
し
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

陽
だ
ま
り
に
身
を
丸
め
寝
る
仔
猫

か
な
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

「
母
さ
ん
」
と
呼
ん
で
見
た
き
夜

春
の
月
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

何
事
も
無
く
暮
る
る
里
葱
坊
主 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

句
手
帳
に
留
ま
る
落
花
吟
行
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

里
の
園
花
満
開
の
野
点
席 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

親
恋
て
哀
れ
鳴
き
声
捨
て
仔
猫 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
寿
賀
子 

 

野
外
ミ
ニ
デ
ー
昼
餉
の
園
に
櫻
咲 

く
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
ふ
じ
子 

 

岩
津
里
な
が
き
一
畝
葱
坊
主 

　
　
　
　
　
　
　
　
難
波
は
る
み 

 

囀
り
つ
木
々
枝
渡
る
青
き
小
鳥 

　
　
　
　
　
　
　
　
白
井
　
幸
代 

 

幼
児
と
背
比
べ
す
る
葱
坊
主 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 

夜
半
空
に
暈
も
ほ
ん
の
り
春
の
月 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

短

歌

会 

孫
娘
の
髪
を
と
か
せ
る
そ
の
し
ぐ
さ
嫁
と
ま
ち
が
え

し
ば
ら
く
見
惚
る
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 

 

高
校
の
卒
業
写
真
に
孫
の
指
す
る
仲
よ
し
と
い
う
子

に
ひ
と
目
逢
い
た
し
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

東
北
の
人
に
届
け
よ
う
ぐ
い
す
の
鳴
き
声
ひ
と
つ
春

は
遠
か
ら
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 
 

高
層
の
窓
よ
り
見
放
く
る
日
本
海
に
瀬
戸
内
に
は
見

ぬ
白
涛
の
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 

 

病
葉
の
沈
む
谷
川
水
は
澄
み
小
魚
の
群
れ
流
れ
に
逆

ら
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

神
父
様
の
賜
ひ
た
る
メ
ダ
イ
な
り
　
美
し
き
顔
の
マ

リ
ア
様
の
刻
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
朝
加
都
良 

無
人
駅
を
り
ち
ぎ
に
停
ま
り
は
る
ば
る
と
北
指
し
て

ゆ
く
夜
の
電
車
は
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

 

大
津
波
の
ニ
ュ
ー
ス
溢
る
る
日
の
暮
を
心
う
つ
ろ
に

ひ
と
り
酒
の
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

来
る
年
も
飾
れ
る
事
を
願
い
つ
つ
小
さ
き
雛
を
箱
に

納
む
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

椿
落
つ
川
の
せ
せ
ら
ぎ
速
め
た
り
風
は
東
風
に
し
て

柳
芽
を
吹
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

紅
梅
の
莟
に
つ
も
る
春
雪
を
散
ら
し
飛
び
た
つ
雀
の

羽
ば
た
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

す
こ
や
か
な
長
命
望
む
も
子
供
等
が
お
八
つ
を
ね
だ

る
様
と
は
ち
が
う
　
　
　
　
　
　
　
　
大
田
垣
婦
美 

み 

さ 

と
ど 

ぎ
ん
こ
う
か
い 

ひ
と
う
ね 

さ
え
ず 

お
さ
な
ご 

か
さ 

と
　
り 

の
だ
て
せ
き 

こ
し
か
け
ぢ
ゃ
や 

と 

２１ 



梅雨の時期がやってきました 
　　体調管理・衛生管理に気をつけ 
　　　　熱中症や食中毒を予防しましょう！ No.278

２２ 

　専門知識を持つ医師・助産師が相談にお応えします！ 

　不妊の悩みから、習慣性流産・不育症、男性不妊、治療の相談等、疑問や不安

を感じたら、一人で抱え込む前にお気軽にご利用ください。 

　相談は無料、秘密は厳守されます。（年末年始・祝日は休みます） 

電話相談 １０：００～１６：００ 

相談専用番号 ０７８－３６０－１３８８ 
毎月第１・３・４土曜日　助産師（不妊看護認定看護師資格取得者） 

面接相談 １４：００～１７：００（完全予約制） 

予約専用番号 ０７８－３６２－３２５０ 

毎月第２土曜日　助産師（不妊看護認定看護師資格取得者） 

毎月第４水曜日　産婦人科医師・泌尿器科医師 

電話番号が６月から変更になりました！ 

（相談日の３日前までにご予約ください） 

【相談場所】 
　兵庫県立男女共同参画センター 
　神戸市中央区東川崎町１－１－３ 
　神戸クリスタルタワー７階 
　　０７８－３６０－８５５０（代表） 
 
【アクセス】 
　・ＪＲ「神戸駅」徒歩３分 
　・神戸高速鉄道「高速神戸駅」徒歩７分 
　・神戸市営地下鉄海岸線「ハーバーランド駅」
　　徒歩２分 

平成23年度　不妊専門相談日程表 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

H24．1月 

2月 

3月 

11日 

9日 

13日 

10日 

8日 

12日 

10日 

14日 

 

10日 

22日（泌尿器科） 

27日（産婦人科） 

24日（産婦人科） 

28日（泌尿器科） 

26日（産婦人科） 

 

28日（産婦人科） 

25日（産婦人科） 

22日（泌尿器科） 

28日（産婦人科） 

4日 

2日 

6日 

3日 

1日 

5日 

3日 

7日 

4日 

3日 

18日 

16日 

20日 

17日 

15日 

19日 

17日 

21日 

18日 

17日 

25日 

23日 

27日 

24日 

22日 

26日 

24日 

28日 

25日 

24日 

面接相談 

第2土 第4水 
第1土 第3土 第4土 

医師 助産師 

電話相談 

どうぞ、お気軽にご利用ください。ご不
明な点は、下記までお問い合わせ下さい。 

 
　　　　　　　問い合わせ先 
　　　　　　　　兵庫県健康福祉部健康局健康増進課 
　　　　　　　　　：０７８－３４１－７７１１（内線３２５０） 
　　　　　　　　ＦＡＸ：０７８－３６２－３９１３ 



保健センターだより 

第114号 

　家に子どもが描いた絵が飾ってあると、ほの
ぼのとした温かい気持ちになるのはなぜでしょ
うか。 
　クレヨンで初めて描いた絵だったり、飼って
いたカニやザリガニの絵だったり、父の日や母
の日に描いてプレゼントした絵だったりします。
どの絵からも、子どもが家族に愛され、その成
長を喜んでいることが伝わってくるからかもし
れません。 
　『子どもが描いた作品を飾る』そんな簡単な
ことが与える影響には計り知れないものがあり
ます。家族が自分の作品を大切にしてくれると、
子どもは家の中に自分の居場所があることや家
族に愛されていることを実感するでしょう。また、
家族にとっても子どもの作品は、一緒に経験し
た楽しい思い出であり、子どもが成長してから
も幸福感やパワーを与えてくれる源になってい

ることがあります。 
　幼い子どもは「上手に描こう」「ほめられたい」
と思って描くのではなく、自分の描きたいもの
を自分の感じるままに表現していきます。そん
な子どもたちも思春期を迎え、他者の評価や得 
手・不得手を子ども自身が気にするようになると、
家の中に飾られることを嫌がったり恥ずかしが
ったりする子もいます。しかし、自分の作品を
自分と同じように大切にしてもらった経験のあ
る子は、将来、たとえ心が不安定になったりつ
まずいたりすることがあっても、自分の居場所
を持って乗り越えていくことができるのではな
いかと思います。 
　愛情をたくさん受けて育った子どもは、いつ
か親になった時、きっと同じように自分の子ど
もの絵を飾ることでしょう。そうして子どもを
愛する幸せの連鎖ができていくのかもしれません。 

２３ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

歯 科 相 談  
 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

3 歳 児 健 診  

一般希望者 

妊 婦  

一般希望者 

乳幼児希望者 

乳児希望者 

幼児希望者 

H２２.６月生まれの児 

H２３.３月生まれの児 

Ｈ２３.２月生まれの児 

Ｈ２２.８月生まれの児 

H２０.４・５月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１４時１５分～１４時３０分 

１３時３０分～１４時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

６/１３（月） 

月～金 

６/２８（火） 
 

６/１３（月） 
 

６/１３（月） 

６/２２（水） 

６/２１（火） 

６/２２（水） 

６/１５（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター行事予定（６/１～６/３０） 

＊三種混合（ＤＰＴ）、二種混合（ＤＴ）、麻しん風しん混合（ＭＲ）、
日本脳炎は、指定医療機関にて随時行っています。（要予約）
対象者は忘れずに、接種を受けましょう。 
　三種混合（ＤＰＴ）、日本脳炎を受ける際は、接種間隔に気を
つけましょう。 
＊麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種は、中学１年生・高校３年
生の方を対象に行っています。接種時期は、４月～６月が推奨
時期となっています。推奨時期内での接種をおすすめします。 

時　　　間 

１１時～１１時３０分 

１３時～１５時３０分 

場　　　　所 

ウシオ精工㈱第二工場 

福崎町役場 

献血日程　7月8日（金） 

献血に 
　ご協力 
　　ください。 

　健全な食生活の実践の輪を広める会「いずみ会」 
　食に関心のあるあなたの参加をお待ちしています 
　お問い合わせは、保健センターへ（内線３６０～３６３） 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
子 育 て学習センター  
子 育 て支援センター  
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  
社 会 福 祉 協 議 会  

第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
（財）柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

編集・発行/福崎町広報委員会　〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116番地の1　TEL0790○0560 FAX0790○0687　印刷/中井綜合印刷㈱ TEL0790○0300２２ ２３ ２２ 

町民のうごき 

平成２３年４月末現在 

７，１５６世帯 
９，３３４人　 
　１１２人　 
９人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，６３３人 
１０，２９９人 
　１１３人 
２０人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２４ 

 　
５
月
３
日
、
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
で
町
制
５５
周
年
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。
嶋
田
町
長
が
５５
年
の
歩
み
を
ふ

り
返
り
、
先
人
に
感
謝
と
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
①

科
学
の
目
を
も
ち
②
地
方
自
治
を
守
り
③
健
康
で
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
さ
ら
に
歴
史
を
発
展
さ
せ

て
い
く
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
式
典
に
続
き
開
催
し

た
「
民
俗
芸
能
の
つ
ど
い
」
で
は
、
余
田
大
歳
神
社
浄

舞
保
存
会
、
辻
川
鬼
太
鼓
保
存
会
、
図
書
館
応
援
隊
の

み
な
さ
ん
が
、
す
ば
ら
し
い
舞
台
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
「
国
際
食
文
化
交
流
の
会
」
は
食
を
通
し
た
交
流
の
会
で
、
２
か
月

に
１
回
、
文
化
セ
ン
タ
ー
等
で
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
外
か
ら
企
業

の
研
修
な
ど
に
来
ら
れ
て
い
る
方
が
福
崎
町
で
楽
し
い
思
い
出
を
作

る
手
助
け
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
平
成
１２
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
４
月
２４
日
に
行
わ
れ
た
交
流
の
会
で
は
中
国
人
研
修
生
や
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
先
生
、
町
民
の
方
々
２５
人
ほ
ど
が
参
加
し
、
私
た
ち
も
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
餃
子
・
中
華
お
こ
わ
・
ス
ー
プ
と

い
っ
た
中
国
料
理
と
い
ち
ご
大
福
を
作
り
ま
し
た
。
日
本
語
や
中
国

語
が
飛
び
交
い
、
年
齢
層
も
幅
広
い
な
か
で
、
参
加
さ
れ
た
み
な
さ

ん
が
楽
し
く
料
理
を
作
り
、
作
っ
た
料
理
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
く
会

話
を
し
て
、
交
流
を
深
め
て
い
る
よ
う
す
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。 

　
今
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
よ
り
多
く
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
目
標
だ
そ
う
で
す
。
活
動
に
興
味
を
も
た
れ

た
方
は
、
日
本
人
・
外
国
人
を
問
わ
ず
、
文
化

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 （

山
口
耕
平
、
矢
口
洋
一
、
雲
丹
亀
悠
平
） 

ぎ
ょ
う
ざ 


